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ゼロ年代以降の殺人を
犯罪学から読み解く

京都大学大学院教授岡邊 健

統計が示す反直感的ファクト

「
日
本
で
こ
ん
な
こ
と
が
」

　
安
倍
晋
三
元
首
相
銃
撃
事
件
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
味
で
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
犯
罪

学
的
な
観
点
か
ら
い
え
ば
、
銃
器
が
用
い

ら
れ
た
こ
と
が
特
筆
す
べ
き
点
で
あ
る
。

警
察
庁
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
２
０
１
７
〜

21
年
の
５
年
間
を
合
わ
せ
て
も
、
国
内
で

の
銃
器
発
砲
事
件
は
70
件
だ
け
で
、
う
ち

７
割
は
暴
力
団
が
関
わ
る
も
の
だ
。
平
均

す
れ
ば
、
銃
器
発
砲
に
よ
る
死
者
は
１
年

間
に
３
人
弱
。
日
本
で
は
、
銃
に
よ
る
殺

人
事
件
は
「
レ
ア
中
の
レ
ア
」
な
の
だ
。

　
事
件
翌
日
「
日
本
で
こ
ん
な
こ
と
が
」

と
の
大
き
な
見
出
し
で
、『
読
売
新
聞
』

が
市
民
の
声
を
報
じ
て
い
た
が
、
こ
こ
数

年
世
間
の
耳
目
を
集
め
た
殺
人
事
件
に
対

し
て
も
、
こ
の
よ
う
な
印
象
を
抱
く
人
は

少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。
昨
年
の
後
半
、
連

続
し
て
電
車
内
で
の
刺
傷
事
件
が
起
き
た

の
は
記
憶
に
新
し
い
。
年
末
に
は
大
阪
市

内
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
放
火
殺
人
事
件
が
起

き
、
26
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
。
放
火
殺
人

事
件
と
し
て
は
、
19
年
の
「
京
ア
ニ
」
事

件
も
、
36
名
も
の
死
者
を
出
す
結
果
の
重

大
性
も
あ
っ
て
、
多
く
の
人
の
記
憶
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
同
年
に
は
、

川
崎
市
で
小
学
生
ら
が
刃
物
で
刺
さ
れ
、

多
数
の
死
傷
者
を
出
す
事
件
も
あ
っ
た
。

　
凶
悪
な
事
件
が
増
え
て
い
る
と
の
感
覚

を
持
つ
人
は
多
い
。
し
か
し
、
実
感
と
事

実
が
食
い
違
っ
て
い
る
こ
と
も
実
は
多
い
。

本
稿
で
は
、
筆
者
が
専
門
と
す
る
犯
罪
学

の
知
見
を
紹
介
し
つ
つ
、
ゼ
ロ
年
代
以
降

の
日
本
の
凶
悪
事
件
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。
な
お
検
討
対
象
は
、
殺
人
に
限

定
す
る
。
強
盗
や
傷
害
な
ど
の
犯
罪
は
、

通
報
率
や
警
察
対
応
の
変
化
に
よ
り
暗
数

（
統
計
に
あ
ら
わ
れ
な
い
事
件
数
）
が
大
き

く
増
減
す
る
た
め
、
長
期
的
変
化
も
含
め

て
検
討
す
る
本
稿
で
は
、
殺
人
の
み
を
対

象
に
す
る
の
が
妥
当
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
以
下
で
は
、
は
じ
め
に
犯
罪
統
計
か
ら

い
え
る
こ
と
を
い
く
つ
か
提
示
し
、
続
い
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29 ゼロ年代以降の殺人を犯罪学から読み解く

特集◉─隣にいる殺人者

おかべたけし
1975年生まれ。東京大学大学
院教育学研究科博士後期課程
中退。博士（社会学）。科学
警察研究所研究員などを経て
現職。専門は犯罪社会学、教
育社会学。著書に『現代日本
の少年非行』、編著書に『犯
罪・非行の社会学』『犯罪・
非行からの離脱（デジスタン
ス）』、監訳書にティム・ニュ
ーバーン著『犯罪学』など。

特集◉─隣にいる殺人者

て
犯
罪
の
背
景
と
し
て
考
え
ら
れ
る
こ
と

を
整
理
し
て
紹
介
す
る
。
そ
の
う
え
で
最

後
に
、
こ
の
よ
う
な
犯
罪
を
少
な
く
す
る

た
め
に
何
が
必
要
か
を
論
じ
る
。

統
計
に
み
る
殺
人
事
件

　
近
年
、
日
本
に
お
け
る
殺
人
事
件
の
数

は
低
水
準
に
あ
る
。「
そ
ん
な
は
ず
は
な

い
」
と
思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

事
実
で
あ
る
。
31
頁
図
１
は
、
警
察
庁
の

統
計
を
も
と
に
、
殺
人
の
認
知
件
数
（
警

察
が
把
握
し
た
事
件
数
）
の
推
移
を
示
し

た
も
の
だ
。
１
９
６
０
年
頃
ま
で
は
、
毎

年
ほ
ぼ
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
２
５
０
０
〜
３

０
０
０
件
の
殺
人
事
件
が
発
生
し
て
い
た
。

認
知
件
数
の
ピ
ー
ク
は
、
54
年
の
３
０
８

１
件
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
後
殺
人

は
長
期
に
わ
た
っ
て
減
少
傾
向
を
み
せ
、

88
年
に
は
ピ
ー
ク
時
の
半
分
、
２
０
１
０

年
代
に
は
ピ
ー
ク
時
の
３
分
の
１
に
ま
で

減
っ
た
。
21
年
に
は
８
７
４
件
と
、
過
去

最
少
を
記
録
し
た
。

　
警
察
庁
の
統
計
に
は
、
未
遂
の
事
件
も

含
ま
れ
て
い
る
（
20
年
だ
と
３
分
の
２
が

未
遂
）。
そ
こ
で
、
別
の
統
計
も
参
照
し

て
お
く
。
厚
生
労
働
省
発
表
の
「
人
口
動

態
統
計
」
に
は
、
死
因
別
の
死
亡
者
数
の

値
が
含
ま
れ
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
他
殺

（
殺
人
や
傷
害
致
死
）
に
よ
る
死
亡
者
数
の

長
期
的
推
移
を
示
し
た
の
が
、
31
頁
図
２

で
あ
る
。
ピ
ー
ク
は
１
９
５
５
年
の
２
１

１
９
人
。
そ
の
後
減
少
す
る
の
は
図
１
と

変
わ
ら
な
い
が
、
よ
り
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク

な
減
少
だ
。
史
上
最
少
は
２
０
２
０
年
の

２
５
１
人
で
あ
る
。
実
際
に
殺
害
さ
れ
た

人
の
数
は
、
現
在
、
ピ
ー
ク
時
の
８
分
の

１
未
満
で
、
ゼ
ロ
年
代
以
降
の
変
化
だ
け

を
み
て
も
、
00
年
に
は
７
６
８
人
だ
っ
た

か
ら
、
過
去
20
年
で
３
分
の
１
の
水
準
に

ま
で
激
減
し
た
の
で
あ
る
。

　
無
差
別
殺
傷
に
つ
い
て
も
み
て
お
こ
う
。

31
頁
図
３
は
、「
通
り
魔
殺
人
」
の
認
知

件
数
の
推
移
で
あ
る
。
警
察
庁
が
、
だ
れ

も
が
自
由
に
通
行
で
き
る
場
所
で
起
き
、
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犯
人
に
確
た
る
動
機
が
な
く
、
不
特
定
の

人
が
被
害
対
象
と
な
る
事
件
を
カ
ウ
ン
ト

し
た
も
の
で
、
未
遂
も
含
め
た
統
計
だ
。

　
こ
の
図
か
ら
、
通
り
魔
殺
人
は
毎
年
数

件
程
度
起
き
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

読
者
の
実
感
と
合
わ
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
未
遂
事
件
が
報
道

さ
れ
に
く
い
こ
と
、
そ
し
て
既
遂
で
も
被

疑
者
に
重
い
精
神
疾
患
が
あ
る
な
ど
の
理

由
で
報
道
が
抑
制
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ

と
と
、
無
関
係
で
は
な
い
。
ゼ
ロ
年
代
以

降
だ
と
、
08
年
の
14
件
が
目
立
つ
が
（
秋

葉
原
で
無
差
別
に
７
人
が
殺
害
さ
れ
た
事
件

が
起
き
た
年
だ
）、
翌
年
に
は
４
件
に
な
る

な
ど
、
変
動
が
激
し
い
。
事
件
数
の
推
移

に
法
則
性
は
な
い
。

　
筆
者
が
強
調
し
た
い
の
は
、
無
差
別
殺

傷
に
つ
い
て
も
ゼ
ロ
年
代
以
降
の
事
件
数

が
そ
れ
以
前
よ
り
多
く
な
っ
て
い
る
と
は

い
え
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
む
し
ろ
１
９

８
０
〜
85
年
の
６
年
間
の
事
件
数
の
合
計

（
56
件
）
は
、
93
年
以
降
の
ど
の
６
年
間

を
と
っ
た
場
合
よ
り
も
多
い
。
無
差
別
殺

傷
と
い
う
殺
人
の
形
態
は
、
特
に
現
代
的

な
事
象
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
殺
人
事
件

の
被
害
者
が
現
在
の
数
倍
い
た
時
代
が
あ

っ
た
と
先
に
述
べ
た
が
、
そ
の
時
代
に
も

通
り
魔
殺
人
は
当
然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
新

聞
記
事
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
検
索
す
れ
ば
一

目
瞭
然
で
あ
る
。
た
と
え
ば
『
読
売
新

聞
』
で
タ
イ
ト
ル
に
「
通
り
魔
」
を
含
む

社
説
は
、
こ
れ
ま
で
６
回
書
か
れ
て
い
る

（
64
年
・
81
年
〔
２
回
〕・
88
年
・
93
年
・
99

年
）。
88
年
の
社
説
に
は
こ
う
あ
る
。「
確

か
な
動
機
が
な
く
、
理
由
も
わ
か
ら
な
い

ま
ま
、
一
瞬
の
う
ち
に
凶
行
に
走
る
通
り

魔
事
件
は
後
を
絶
た
な
い
」。

人
々
が
感
じ
る
犯
罪
不
安

　
統
計
か
ら
み
れ
ば
、
日
本
の
犯
罪
情
勢

は
、
現
在
が
も
っ
と
も
良
好
で
あ
る
。
し

か
し
、
人
々
の
実
感
は
こ
の
よ
う
な
デ
ー

タ
と
は
大
き
く
ず
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
内

閣
府
が
最
近
結
果
を
発
表
し
た
世
論
調
査

に
よ
れ
ば
、「
こ
こ
10
年
」
の
日
本
の
治

安
の
実
感
に
関
す
る
質
問
（
４
択
）
に
10

％
が
「
悪
く
な
っ
た
」、
45
％
が
「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
悪
く
な
っ
た
」
と
回
答
し

て
い
る
。
過
半
数
の
人
は
、
日
本
の
犯
罪

情
勢
が
悪
化
し
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
の

だ
。

　
実
態
と
認
識
が
こ
の
よ
う
に
ず
れ
て
い

る
理
由
は
、
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
つ
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
ひ
と
つ
は
マ

ス
コ
ミ
報
道
の
影
響
で
あ
る
。
た
と
え
ば

新
聞
な
ら
、
発
生
す
る
殺
人
事
件
の
件
数

が
減
少
し
た
と
し
て
も
、
殺
人
事
件
の
記

事
数
が
減
っ
て
い
く
わ
け
で
は
な
い
。
犯

罪
学
者
の
浜
井
浩
一
氏
は
、
主
に
80
〜
90

年
代
を
対
象
に
、
連
続
幼
女
誘
拐
殺
人
事

件
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
な
ど
に
よ
り
報

道
量
が
爆
発
的
に
増
加
し
た
こ
と
を
明
ら

か
に
し
て
い
る
が
（『
実
証
的
刑
事
政
策
論
』

岩
波
書
店
）、
こ
の
よ
う
な
報
道
の
傾
向
は
、

ゼ
ロ
年
代
以
降
の
事
件
に
つ
い
て
も
そ
の

ま
ま
あ
て
は
ま
る
で
あ
ろ
う
。
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31 ゼロ年代以降の殺人を犯罪学から読み解く

特集◉─隣にいる殺人者

　
も
う
ひ
と
つ
の
説
明
は
、
犯
罪
が
少
な

く
な
る
と
、
か
え
っ
て
一
件
一
件
の
犯
罪

の
情
報
に
敏
感
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
統
計
デ
ー
タ
分

析
家
の
本ほ

ん

川か
わ

裕ゆ
た
か

氏
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
興
味
深
い
論
を
展
開
し
て
い
る
（『
社

会
実
情
デ
ー
タ
図
録
』「
治
安
の
良
い
国
・

悪
い
国
」2018/8/3

）。
主
要
国
全
体
で

み
る
と
、
殺
人
発
生
率
が
高
い
国
ほ
ど

人
々
の
犯
罪
不
安
は
高
い
が
、
殺
人
発
生

率
の
も
っ
と
も
低
い
10
ヵ
国
程
度
に
限
定

す
る
と
、
犯
罪
不
安
と
の
相
関
関
係
が
な

く
な
る
か
、
む
し
ろ
「
殺
人
が
少
な
い
ほ

ど
犯
罪
不
安
が
高
い
」
と
い
う
逆
の
関
係

性
が
み
ら
れ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

被
疑
者
と
被
害
者
の
関
係

　
次
に
殺
人
事
件
の
質
的
な
側
面
を
み
て

み
よ
う
。
以
下
の
数
値
は
、
い
ず
れ
も
警

察
庁
の
統
計
に
よ
る
（
未
遂
の
事
件
を
含

み
、
犯
罪
不
成
立
等
が
確
認
さ
れ
た
「
解
決

事
件
」
は
除
く
）。

　
ま
ず
33
頁
図
４
の
棒
グ
ラ
フ
は
、
被
疑

者
と
被
害
者
の
関
係
別
に
み
た
殺
人
検
挙

出典：警察庁の統計をもとに筆者作成

出典：厚生労働省「人口動態統計」をもとに筆者作成

出典：警察庁の統計をもとに筆者作成

注） 2017年以降は資料が公開されておらず（時事通信が取材に基づ
き21年11月に出した記事を頼りに計算すると、17～20年の４年
間の事件数は25件）、1970年代までや80年代後半から数年分の数
字も公表されていない。

殺人の認知件数の推移

他殺による死亡者数の推移

通り魔殺人事件の認知件数の推移

図 1

図 2

図 3

（年）

19
47

19
49

19
51

19
53

19
55

19
57

19
59

19
61

19
63

19
65

19
67

19
69

19
71

19
73

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

20
11

20
13

20
15

20
17

20
19

20
21

（件）

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000 1954年 3,081件

2021年 874件

（年）

19
47

19
49

19
51

19
53

19
55

19
57

19
59

19
61

19
63

19
65

19
67

19
69

19
71

19
73

19
75

19
77

19
79

19
81

19
83

19
85

19
87

19
89

19
91

19
93

19
95

19
97

19
99

20
01

20
03

20
05

20
07

20
09

20
11

20
13

20
15

20
17

20
19

20
21

（人）

0

500

1,000

1,500

2,000 1955年 2,119人

2020年 251人

（年）

（件）

19
80

19
81

19
82

19
83

19
84

19
85

19
93

19
94

19
95

19
96

19
97

19
98

19
99

20
00

20
01

20
02

20
03

20
04

20
05

20
06

20
07

20
08

20
09

20
10

20
11

20
12

20
13

20
14

20
15

20
16

0

2

4

6

8

10

12

14

16

8
7

13

3

9

16

5

2

5

11

4

10

6
7

6

8
9

3

6

4

8

14

4
5

6
7

8 8
9

4

C
P_11

4

A
F15I

CC

C
P_11

4

A
F15I

CC



32December 2022 CHUOKORON

件
数
で
あ
る
。
比
較
の
た
め
１
９
９
０
年

以
降
の
推
移
を
図
に
し
た
。
90
年
代
前
半

に
も
っ
と
も
多
か
っ
た
の
は
「
面
識
あ

り
」
だ
っ
た
が
、
２
０
０
０
年
前
後
に
親

族
の
事
件
数
と
面
識
あ
り
の
事
件
数
が
並

び
、
00
年
代
後
半
か
ら
は
、
明
ら
か
に
親

族
の
事
件
数
が
面
識
あ
り
を
上
回
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
図
１
・
２
で
み
た
よ
う
に
、
ゼ
ロ
年
代

以
降
、
殺
人
の
認
知
件
数
も
死
亡
者
数
も

減
少
傾
向
に
あ
る
の
だ
が
、
図
４
か
ら
検

挙
件
数
で
も
同
じ
傾
向
が
あ
る
の
が
読
み

取
れ
る
。
で
は
、
検
挙
件
数
の
減
少
に
特

に
寄
与
し
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
殺
人
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
03
年
か
ら
13
年
へ
の

減
少
率
を
計
算
す
る
と
、
親
族
で
は
13
％

な
の
に
対
し
て
、
面
識
あ
り
で
43
％
、
面

識
な
し
で
52
％
で
あ
る
。
03
年
と
20
年
を

比
べ
る
と
、
親
族
27
％
減
、
面
識
あ
り
38

％
減
、
面
識
な
し
46
％
減
と
な
る
。
特
に

面
識
な
し
の
殺
人
事
件
が
顕
著
に
減
少
し

て
い
る
こ
と
が
明
白
だ
。

　
減
り
方
が
相
対
的
に
少
な
い
の
が
、
親

族
間
の
殺
人
で
あ
る
。
図
４
の
折
れ
線
グ

ラ
フ
は
、
全
体
の
検
挙
件
数
に
占
め
る
親

族
間
殺
人
の
割
合
を
示
し
た
も
の
だ
が
、

00
年
前
後
か
ら
じ
わ
じ
わ
と
増
加
し
始
め
、

08
年
に
戦
後
初
め
て
50
％
に
達
し
て
以
降
、

お
お
む
ね
50
％
台
前
半
で
高
止
ま
り
し
て

い
る
。
ゼ
ロ
年
代
以
降
の
殺
人
の
最
大
の

特
徴
は
「
殺
人
事
件
の
半
数
以
上
で
、
加

害
者
は
被
害
者
の
親
族
」
と
い
う
こ
と
だ
。

ち
な
み
に
、
親
族
間
殺
人
の
近
年
の
内
訳

を
み
る
と
、
子
に
よ
る
親
殺
し
が
３
割
弱
、

配
偶
者
間
が
３
割
強
、
親
に
よ
る
子
殺
し

が
２
割
強
、
そ
の
他
が
１
割
強
で
あ
る
。

人
を
殺
め
る
動
機

　
次
に
、
動
機
・
原
因
別
の
検
挙
件
数
を

み
て
み
よ
う
。
最
新
の
20
年
の
統
計
に
よ

れ
ば
、
殺
人
全
体
に
占
め
る
割
合
は
「
憤

怒
」
45
％
、「
怨
恨
」
13
％
、「
動
機
不

明
」
9
％
、
つ
い
で
「
介
護
・
看
病
疲

れ
」「
子
育
て
の
悩
み
」「
痴
情
」「
異
常

め
い
て
い
・
精
神
障
害
又
は
そ
の
疑
い
」

「
生
活
困
窮
」
が
続
く
。「
介
護
・
看
病
疲

れ
」
と
「
子
育
て
の
悩
み
」
の
二
つ
は
07

年
以
降
に
統
計
に
加
え
ら
れ
た
項
目
で
、

そ
の
前
後
の
統
計
の
比
較
は
ミ
ス
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
に
な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
こ
こ
で

は
07
年
以
降
の
動
き
を
検
討
対
象
と
す
る
。

　
い
ま
挙
げ
た
20
年
の
上
位
に
含
ま
れ
る

八
つ
の
動
機
・
原
因
は
、
07
年
以
降
、
常

に
上
位
８
位
以
内
に
含
ま
れ
て
い
る
。
一

貫
し
て
、
憤
怒
が
１
位
、
怨
恨
が
２
位
で

あ
り
、
こ
れ
ら
で
６
割
前
後
を
占
め
る
。

過
去
十
数
年
の
変
化
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

図
５
に
示
し
た
と
お
り
「
動
機
不
明
」
の

数
に
増
加
傾
向
が
読
み
取
れ
る
点
で
あ
る
。

「
動
機
不
明
」
が
全
体
に
占
め
る
割
合
は

じ
わ
じ
わ
と
高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
07
〜

10
年
に
は
４
％
前
後
だ
っ
た
が
、
15
年
以

降
は
毎
年
８
％
を
超
え
て
い
る
。

　
実
数
が
少
な
い
と
は
い
え
、「
動
機
不

明
」
の
殺
人
の
動
き
は
気
に
な
る
。
正
解

は
わ
か
ら
な
い
が
、
何
通
り
か
の
解
釈
が

C
P_11

4

A
F15I

CC

C
P_11

4

A
F15I

CC



33 ゼロ年代以降の殺人を犯罪学から読み解く

特集◉─隣にいる殺人者

可
能
で
あ
る
。
第
一
に
、
動
機
に
つ
い
て

の
供
述
が
得
ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
可
能
性
、
第
二
に
、
供
述
で
意
味
不

明
な
動
機
が
語
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

い
る
可
能
性
で
あ
る
。

　
別
の
解
釈
も
あ
り
う
る
。
動
機
・
原
因

の
統
計
は
、
警
察
官
が
取
り
調
べ
を
も
と

に
判
断
し
た
も
の
が
集
計
さ
れ
て
い
る
。

第
三
の
可
能
性
は
、
以
前
で
あ
れ
ば
、
意

味
不
明
な
供
述
を
被
疑
者
が
し
た
場
合
で

あ
っ
て
も
警
察
官
が
そ
れ
を
「
憤
怒
」
な

ど
別
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

た
が
、
近
年
は
「
動
機
不
明
」
と
カ
ウ
ン

ト
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
犯
罪
に
限
ら
ず
、
人
間
行
動
の
動
機

に
人
々
が
注
目
す
る
と
き
、「
○
○
が
動

機
」
の
○
○
に
何
が
入
っ
て
い
れ
ば
「
腑

に
落
ち
る
」
か
、
つ
ま
り
人
々
が
持
つ

「
動
機
の
語
彙
」
は
、
大
き
な
鍵
と
な
る
。

こ
こ
数
年
で
「
動
機
不
明
」
が
殺
人
の

〝
動
機
〞
を
語
る
語
彙
と
し
て
社
会
に
定

着
し
て
き
た
の
だ
と
す
れ
ば
、
警
察
官
が

そ
の
影
響
を
受
け
た
と
し
て
も
不
思
議
で

は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
犯
罪
学
に
お
い
て
、
殺
人
は
も
っ
と
も

関
心
が
持
た
れ
て
き
た
罪
種
の
ひ
と
つ
だ
。

一
般
的
な
説
明
で
は
、
大
人
に
な
っ
て
殺

人
な
ど
の
暴
力
的
な
犯
罪
を
行
う
人
の
多

く
は
、
10
代
後
半
ま
で
に
す
で
に
頻
繁
に

犯
罪
に
関
与
し
て
い
る
。
子
ど
も
期
に
犯

罪
と
関
わ
る
よ
う
に
な
る
リ
ス
ク
要
因
と

し
て
は
、
個
人
の
問
題
（
低
い
教
育
レ
ベ

ル
、
高
い
衝
動
性
な
ど
）、
家
族
の
状
況

（
親
か
ら
の
虐
待
、
家
庭
崩
壊
な
ど
）、
そ
し

て
犯
罪
多
発
地
域
で
問
題
を
抱
え
る
仲
間

と
つ
な
が
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

近
年
の
研
究
で
は
、
相
対
的
貧
困
の
度
合

い
が
高
い
国
ほ
ど
殺
人
が
多
く
な
る
こ
と

も
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

　
殺
人
犯
の
脳
の
活
動
に
注
目
し
た
研
究

も
進
展
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
脳
の
前
頭
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前
野
の
機
能
低
下
に
よ
り
、
感
情
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
や
判
断
力
が
低
下
す
る
と
、
人
は

暴
力
犯
罪
を
起
こ
し
や
す
く
な
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
注
意
す
べ
き
は
、
生

物
学
的
要
因
を
持
つ
人
が
必
ず
凶
悪
犯
罪

者
に
な
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

生
物
学
的
リ
ス
ク
要
因
と
、
家
族
を
含
む

環
境
的
リ
ス
ク
要
因
と
が
組
み
合
わ
さ
っ

た
場
合
に
、
人
間
は
暴
力
な
ど
の
犯
罪
行

動
に
関
与
し
や
す
く
な
る
と
い
う
の
が
、

犯
罪
学
者
に
支
配
的
な
見
解
で
あ
る
。

無
差
別
殺
傷・拡
大
自
殺
の
実
相

　
い
わ
ゆ
る
無
差
別
殺
人
に
つ
い
て
は
、

殺
人
の
特
別
な
形
態
と
し
て
理
解
で
き
る
。

子
ど
も
期
に
不
遇
な
環
境
に
は
な
か
っ
た

人
が
成
人
後
に
特
異
な
殺
人
を
犯
す
よ
う

な
パ
タ
ー
ン
で
は
、
生
物
学
的
要
因
の
影

響
が
圧
倒
的
に
大
き
い
と
の
見
解
も
み
ら

れ
る
が
（
エ
イ
ド
リ
ア
ン
・
レ
イ
ン
『
暴
力

の
解
剖
学
』
紀
伊
國
屋
書
店
）、
概
し
て
、

一
般
殺
人
の
環
境
的
リ
ス
ク
要
因
と
無
差

別
殺
人
の
そ
れ
と
は
重
な
っ
て
い
る
。

　
信
頼
で
き
る
国
内
の
研
究
に
、
13
年
の

法
務
総
合
研
究
所
に
よ
る
『
無
差
別
殺
傷

事
犯
に
関
す
る
研
究
』
が
あ
る
。
犯
人
が

死
刑
ま
た
は
懲
役
の
実
刑
判
決
を
受
け
た

52
例
の
分
析
か
ら
、
無
差
別
殺
傷
犯
に
は

男
性
が
多
い
こ
と
、
家
族
と
の
関
係
や
交

友
関
係
が
劣
悪
で
、
犯
行
時
に
交
際
相
手

が
い
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
こ
と
、
犯

行
時
に
無
職
か
不
安
定
な
就
労
状
況
に
あ

り
、
収
入
の
少
な
い
人
や
安
定
し
た
住
居

を
得
ら
れ
て
い
な
い
人
が
多
い
こ
と
、
犯

行
前
後
に
自
殺
を
図
ろ
う
と
し
た
人
が
多

い
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
な
お
、
被
害
者
数
は
１
人
の
ケ
ー
ス
が

７
割
以
上
を
占
め
る
が
、
複
数
の
被
害
者

が
い
る
「
大
量
殺
人
型
」
で
は
、
前
科
の

な
い
人
が
多
い
こ
と
も
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。
犯
行
動
機
と
し
て
は
「
自
己
の
境

遇
へ
の
不
満
」「
特
定
の
者
へ
の
不
満
」

に
次
い
で
、「
刑
務
所
へ
の
逃
避
」「
自

殺
・
死
刑
願
望
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
研
究
は
「
社
会
的
に
孤
立
し
た
中
で
、

困
窮
型
の
生
活
を
送
っ
て
い
た
者
が
多

い
」「
恵
ま
れ
な
い
生
活
環
境
の
中
で
希

望
や
意
欲
を
失
い
、
そ
の
境
遇
に
関
し
て
、

視
野
狭
窄
的
で
偏
っ
た
思
考
の
下
、
不
平

不
満
を
募
ら
せ
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
が
相

当
程
度
に
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

　
本
稿
の
冒
頭
で
挙
げ
た
最
近
の
無
差
別

殺
傷
事
件
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
拡
大
自
殺
」

や
、
失
う
も
の
が
な
い
た
め
に
犯
行
に
何

の
躊
躇
も
な
い
「
無
敵
の
人
」
と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
論
評
さ
れ
る
こ
と
も
多
か

っ
た
。
法
務
総
合
研
究
所
が
分
析
し
た
52

例
の
う
ち
「
自
殺
・
死
刑
願
望
」
が
動
機

と
さ
れ
る
ケ
ー
ス
は
６
例
の
み
だ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
６
例
に
関
す
る
分
析
は
大
変
興
味

深
い
。

　
た
と
え
ば
、「
自
殺
・
死
刑
願
望
」
を

動
機
と
す
る
加
害
者
は
、
他
の
類
型
と
は

異
な
り
Ｉ
Ｑ
の
低
さ
が
み
ら
れ
な
い
（
６

例
の
平
均
Ｉ
Ｑ
は
95
だ
が
、
他
の
類
型
は
75

〜
84
）。
６
人
中
５
人
は
20
代
以
下
で
、
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６
人
全
員
が
自
殺
企
図
歴
を
持
ち
、
そ
の

背
景
に
は
生
活
上
の
行
き
詰
ま
り
が
あ
っ

た
。
６
例
の
う
ち
死
刑
願
望
を
抱
い
て
い

た
３
例
で
は
、
確
実
に
死
刑
に
な
る
た
め

に
、
故
意
に
年
少
児
童
な
ど
を
攻
撃
対
象

に
し
て
い
た
。
全
52
例
の
中
で
も
こ
の
類

型
は
特
に
、
幼
少
期
の
被
虐
待
体
験
な
ど

の
不
遇
な
家
庭
環
境
や
、
家
族
相
互
の
関

係
不
全
の
問
題
が
大
き
か
っ
た
と
い
う
。

凶
悪
犯
罪
を
減
ら
す
た
め
に

　
で
は
、
凶
悪
犯
罪
を
減
ら
す
た
め
の
方

策
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ

ろ
う
か
。
無
差
別
殺
傷
を
念
頭
に
、
い
く

つ
か
の
オ
プ
シ
ョ
ン
を
挙
げ
て
み
よ
う
。

　
第
一
に
、
Ａ
Ｉ
を
駆
使
し
た
監
視
シ
ス

テ
ム
の
導
入
だ
。
し
か
し
筆
者
は
否
定
的

で
あ
る
。
効
果
を
上
げ
よ
う
と
す
れ
ば
す

る
ほ
ど
、
監
視
の
レ
ベ
ル
を
高
め
ざ
る
を

得
な
い
。
向
か
う
先
は
、
す
べ
て
の
人
間

の
一
挙
手
一
投
足
が
常
に
監
視
さ
れ
記
録

さ
れ
る
超
監
視
社
会
だ
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

の
毀
損
と
い
っ
た
大
き
な
副
作
用
を
伴
う

こ
う
し
た
方
策
は
、
殺
人
事
件
の
少
な
い

日
本
で
は
、
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　
第
二
に
、
加
害
者
へ
の
厳
罰
化
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
犯
罪
学
者
の
大
多

数
は
否
定
的
だ
。
こ
こ
で
は
詳
述
で
き
な

い
が
、
実
は
懲
役
刑
が
犯
罪
の
減
少
に
与

え
る
効
果
は
、
ゼ
ロ
か
き
わ
め
て
小
さ
い
。

ま
た
、
受
刑
に
よ
り
社
会
か
ら
付
与
さ
れ

る
ス
テ
ィ
グ
マ
は
、
対
象
者
の
社
会
復
帰

を
妨
げ
る
方
向
に
作
用
し
て
し
ま
う
（
詳

し
く
は
岡
邊
健
編
著
『
犯
罪
・
非
行
か
ら
の

離デ
ジ
ス
タ
ン
ス
脱
』
ち
と
せ
プ
レ
ス
）。

　
第
三
に
、
死
刑
制
度
に
つ
い
て
も
っ
と

論
じ
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
死
刑
を

廃
止
す
れ
ば
、
死
刑
願
望
に
よ
る
殺
傷
事

件
は
な
く
な
る
。
ま
た
、
死
刑
に
犯
罪
抑

止
効
果
が
あ
る
か
否
か
は
犯
罪
学
の
大
き

な
論
点
だ
が
、「
効
果
は
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
の
見
解
が
優
勢
だ
。
死
刑
が
存
在
す
る

こ
と
で
、
逆
に
世
の
中
の
殺
人
が
増
加
し

て
し
ま
う
と
の
ア
メ
リ
カ
の
研
究
も
あ
る
。

死
刑
制
度
の
存
在
が
「
理
由
に
よ
っ
て
は

殺
人
が
許
さ
れ
る
」
と
の
考
え
方
に
お
墨

付
き
を
与
え
て
、
人
々
の
人
命
尊
重
の
意

識
を
低
く
し
て
し
ま
う
と
い
う
ロ
ジ
ッ
ク

で
あ
る
。

　
無
差
別
殺
傷
犯
に
は
自
殺
企
図
歴
の
あ

る
人
が
多
い
と
先
述
し
た
。
と
い
う
こ
と

は
、
自
殺
予
防
の
各
種
対
策
は
、
そ
の
ま

ま
こ
の
種
の
凶
悪
犯
罪
の
予
防
策
に
な
る
。

政
府
の
「
自
殺
総
合
対
策
大
綱
」
に
は

「
生
き
る
こ
と
の
阻
害
要
因
」
を
減
ら
す

こ
と
で
自
殺
リ
ス
ク
を
下
げ
ら
れ
る
と
の

理
念
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
阻
害
要
因
と

は
生
活
困
窮
や
孤
立
な
ど
の
こ
と
で
あ
る
。

繰
り
返
す
が
、
無
差
別
殺
傷
犯
に
は
「
社

会
的
に
孤
立
し
た
中
で
、
困
窮
型
の
生
活

を
送
っ
て
い
た
者
が
多
い
」。
孤
立
や
困

窮
の
解
消
が
、
自
殺
対
策
に
も
犯
罪
予
防

対
策
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。
事
件
を

減
ら
す
た
め
の
特
効
薬
は
残
念
な
が
ら
存

在
し
な
い
が
、「
対
策
の
と
り
よ
う
が
な

い
」
と
の
見
方
は
誤
り
で
あ
ろ
う
。 
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